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科学技術創造立国をめざし、
様々な政策がなされてきたが、科学と産業は停滞。

停滞の真の要因は、電子立国日本の

勃興期に有って凋落期に無いものでは？

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/kensho_hyoka_kikaku/tf_chihou/dai1/siryou4.pdf より。 http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf2/245-s-3-1.pdf より。

停滞は的外れのことを
してきたから？

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/kensho_hyoka_kikaku/tf_chihou/dai1/siryou4.pdf
http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf2/245-s-3-1.pdf


勃興期のZ8401 凋落期のZ8401



仮説「データ取得能力低下による考察力低下で凋落」

考えの基となるデータが誤っていると正しい答えは得られない。

研究開発には定量的考察が不可欠であるが、学生実験や実習で、
考えの基となるデータが不明確（精度が曖昧）であると定量的考察の練習ができない。

データ取得能力の低下が物理の検定教科書にも。

現在、定量的考察ではなく、ディベートのような考察が多い。
報告者にとって都合の良いデータだけを提示する傾向がある。
データ取得能力の低下に伴う過失によることが多いと思うが、
誰が行っても同じことが自然科学では起きるのだから、

捏造・改ざんだけでなく、隠蔽も不可である。
研究開発費や人材活用に無駄が生じる。



電子立国の勃興期

欧米の先進国から「②情報の収集」を行い、

流れ図：実教出版「新訂版 物理基礎」より

データ取得能力の高さに
裏打ちされた

考察力の高さで、

機を逃さず
先進国より良いものをつくり、

輸出した。 (「⑦報告書の作成と発表」に相当)

電子立国の凋落期

データ取得能力の低下による、開発速度の低下で凋落した。
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「研究開発には定量的考察力が必要」
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「有効数字の理解不足」

進路チャートは神戸高専HPより （http://www.kobe-kosen.ac.jp/introduction/shinro_chart.jpg）

http://www.kobe-kosen.ac.jp/introduction/shinro_chart.jpg


まとめ

科学技術創造立国をめざし、様々な政策がな
されてきたが、科学と産業は停滞した。

➢ 「これまでに無い変化が社会に有る。」ことが
政策の前置だが、いつの社会も同じ状況では？
電子立国の勃興期に有り凋落期に無い事など、
視点を変えて停滞要因を探してはどうか。

➢ 実験種目を横糸とすると、「定量的考察力」を
５年間で育成するなど、縦糸作成も高専物理の
新展開となるのではないか。


